
町会・自治会に加入しましょう!! 町会・自治会は、地域に住む人たちが、明るく住みよい町づくりをめざして、
地域におけるいろいろな問題の解決に取り組んでいる自主的団体です。（ ）

（1）　　　　　令和４年９月1日 第300号い た ば し 町 連

板 橋 区 町 会 連 合 会

第300号

生前予約承ります
区民葬
福祉葬
都職
板橋青色申告会
郵政福祉
24時間霊安室有（冷蔵庫有り）
協定斎場2日間８万円（区内）
協定斎場2日間10万円（区外）

家族葬一式
新館（板橋区協定斎場）寝台車（営業車）24時間

〔本館有り〕

　　0120－88－5683
相談コーナー　03-3966-5683

板橋区志村3－1－16

～最も身近で、最も頼りに
される金融機関を目指して～
板 橋 支 店 ☎（3961）5371（代）
 板橋区板橋2-67-8

大 山 支 店 ☎（3956）1161（代）
 板橋区大山町22-5

志 村 支 店 ☎（3966）0136（代）
 板橋区小豆沢1-11-7　　　

志村坂下支店 ☎（3968）0481（代）
 板橋区東坂下2-16-4　　　

成 増 支 店 ☎（3930）7136（代）
 板橋区成増1-29-7　　　　

上板橋支店 ☎（3559）1491（代）
 板橋区桜川3-21-11　　　

東京信用金庫
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秋
の
地
区
行
事
ご
案
内

地
区
行
事
で
秋
を
楽
し
も
う

令和４年 秋の地区行事予定表
令和４年８月１５日現在

い
た
ば
し
町
連
創
刊
３
０
０
号
達
成
を
祝
う

　

町
連
発
行
の
機
関
紙
「
い

た
ば
し
町
連
」が
、今
号
で
創

刊
３
０
０
号
を
達
成
い
た
し

ま
し
た
。誠
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

昭
和
41
年
６
月
15
日
に

「
会
報
」第
１
号
が
発
行
さ
れ

て
以
来
56
年
間
、
町
連
の
情

報
、
板
橋
区
及
び
関
係
官
公

署
の
お
知
ら
せ
等
を
会
員
の

皆
様
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。こ
の
間
タ
イ
ト
ル
も

「
会
報
」「
町
連
だ
よ
り
」「
い

た
ば
し
町
連
」
と
衣
替
え
を

し
、
平
成
25
年
11
月
１
日
発

行
の
第
２
５
１
号
か
ら
月
ご

と
に
タ
イ
ト
ル
色
を
変
え
た

２
色
刷
り
に
、
ま
た
平
成
27

年
７
月
１
日
発
行
の
第
２
６

１
号
か
ら
は
、
掲
載
写
真
を

す
べ
て
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
に

す
る
な
ど
、
広
報
部
員
の
創

意
工
夫
に
よ
り
、会
員
の
皆

　「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」「
食
欲
の
秋
」

「
芸
術
の
秋
」
が
い
よ
い
よ
や
っ
て

き
ま
す
。10
月
・
11
月
は
、
各
地
区

で
町
連
支
部
と
関
係
機
関
が
協
力

し
て
地
区
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
地
区
ま
つ
り
、
地
域
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
別
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
事
は
、地
域
の
人
々

が
互
い
に
知
り
合
う
大
変
良
い
機

会
で
あ
り
、親
睦
・
交
流
・
連
帯
を

深
め
る
こ
と
で
町
会
・
自
治
会
へ

の
加
入
や
活
動
協
力
、子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、新
型
コ
ロ

ナ
対
策
を
講
じ
て
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
家
族
な
ど
で
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

◇板橋区民まつりは、10月 15日（土）・16日（日）に、グリーンホール周辺で実施されます。
◇板橋農業まつりは、11月 12日（土）・13日（日）に、赤塚体育館周辺で実施されます。
※各行事の内容や参加申込み、雨天時の開催・中止決定等、詳しくは管轄の地域センターにお問い
合わせください。
※新型コロナウイルス感染者の状況により、中止となる場合があります。

熊野地区親睦スポーツ大会
（9/7実施可否判断）

清水ウォークラリー

成増童謡まつり

板橋地区区民大運動会
（9月中に実施可否判断）

前野スタンプラリー（仮称）

桜川地区スポーツフェア
（9/7実施可否判断）

大谷口地区区民大運動会
（9/8実施可否判断）

下赤塚地区ウォークラリー

大谷口地区フェスティバル
（9/8実施可否判断）

前野ホールまつり
（8/30実施可否判断）

成増地区ウォークラリー大会
（9/12実施可否判断）

高島平まつり
（9/7実施可否判断）

桜川地域センターまつり

蓮根地域センターまつり

10月　2日（日）

10月　2日（日）

10月　8日（土）

10月　9日（日）

10月　9日（日）

10月　9日（日）

10月10日（月・祝）

10月10日（月・祝）

10月23日（日）

10月23日（日）

10月29日（土）

10月30日（日）

11月13日（日）

11月13日（日）

９時～１６時

９時～１２時

１３時３０分～１６時３０分

９時～１１時３０分

未定

９時～１２時３０分

９時～１２時

９時～１３時

９時～１２時３０分

１０時～１６時

９時～１３時

９時３０分～１４時３０分

９時～１４時３０分

１０時～１５時

板橋第二中学校校庭及び
体育館（幸町26-1）

志村第一小学校及び
周辺地域（泉町17-１）　

成増アクトホール
（成増3-11-3-405）

金沢小学校校庭
(加賀2-2-1)

未定

桜川小学校校庭
（東新町2-29-1）

上板橋第二中学校校庭
（向原3-1-12）

赤塚小学校及び周辺地域
（赤塚6-14-1）

上板橋第二中学校校庭
（向原3-1-12）

前野ホール
（前野町2-43-15）

成増小学校及び周辺地域
（成増1-11-1）

旧高島第七小学校校庭
（高島平3-13-3）

桜川地域センター
（東新町2-45-6）

蓮根地域センター
（坂下2-18-1）

地 区 名

熊 野

清 水

成 増

板 橋

前 野

桜 川

大 谷 口

下 赤 塚

大 谷 口

前 野

成 増

高 島 平

桜 川

蓮 根

行　事　名 開　催　日 開催時間 会　　場

様
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
変
更
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。広
報
部
員

の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
発
行
に
際
し
ま

し
て
は
、
大
き
な
負
担
が
生

じ
ま
す
が
、
区
内
各
社
・
団

体
の
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と

に
よ
り
、
広
告
料
と
し
て
町

連
財
政
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。紙
面
を
お

借
り
し
て
広
告
主
の
皆
様
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
見
や
す
い
・

読
み
や
す
い
・
親
し
み
や
す

い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、会
員
の

皆
様
に
愛
さ
れ
る
「
い
た
ば

し
町
連
」
を
発
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

発 行 板 橋 区 町 会 連 合 会
東京都板橋区板橋2-66-1
板橋区役所区民文化部
地域振興課気付
電　話　03-3579-2163

会　長　平 塚 幸 雄
板橋区町会連合会広報部
ティーエーピー
　東京都板橋区板橋2-50-9
　電　話　03-6780-3336

　
編 集
印 刷

板
橋
区
町
会
連
合
会
会
長
　
　
平 

塚
　
幸 

雄



い た ば し 町 連 令和4年9月1日　　　　　（2）第300号

広
報
部
会
（
山
口
義
人
部

長
）が
６
月
22
日（
水
）に
開
催

さ
れ
た
。

山
口
部
長
の
開
会
の
辞
、石

川
隆
彦
副
会
長
の
挨
拶
に
続

い
て
、町
田
江
津
子
地
域
振
興

課
長
か
ら
、今
年
度
の
人
事
異

動
等
に
よ
る
新
た
な
職
員
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
広
報
関
係
予
算
・

機
関
紙
発
行
部
数
等
を
確
認

後
、協
議
事
項
の
検
討
に
入
っ

た
。は

じ
め
に
２
９
７
号（
３
月

発
行
）
及
び
２
９
８
号
（
５
月

発
行
）
の
広
報
診
断
（
事
後
検

討
）が
行
わ
れ
た
。

３
・
５
月
号
と
も
に
、桜
ま

つ
り
や
町
の
功
労
者
感
謝
状

贈
呈
式
な
ど
大
き
な
事
業
の

総
　
務
　
部

女
　
性
　
部

地
域
安
全
部
・
青
少

年
部
・
環
境
文
化
部

合
同
部
会
開
催

広
　
報
　
部

中
止
が
あ
っ
た
た
め
、
例
年

掲
載
し
て
い
た
記
事
に
代
え

て
、
成
人
の
日
の
つ
ど
い
の

特
集
記
事
に
変
更
す
る
な
ど
、

工
夫
を
し
て
発
行
し
た
と
事

務
局
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。

次
に
２
９
９
号
（
７
月
発

行
）及
び
３
０
０
号（
９
月
発

　

総
務
部
会
（
髙
田
美
種
部

長
）
が
７
月
１
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
た
。
部
会
は
、
髙

田
部
長
の
司
会
進
行
で
行
わ

れ
、
平
塚
幸
雄
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
議
事
に
入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
町
会
連
合
会

の
令
和
４
年
度
要
望
事
項
７

項
目
に
対
す
る
区
か
ら
の
回

答
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
事

務
局
か
ら
各
項
目
の
詳
細
な

説
明
を
し
た
後
、
部
員
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
協
議
を
進

め
た
。
部
員
か
ら
は
、
具
体

的
な
回
答
を
し
て
も
ら
い
た

い
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

女
性
部
会
（
堺
静
子
部
長
）

が
７
月
６
日
（
水
）
10
時
か

ら
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は
堺

部
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、

出
席
者
自
己
紹
介
、
女
性
部

担
当
の
小
林
英
子
副
会
長
の

挨
拶
の
後
議
事
に
入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、10
月
15
日（
土
）

　

地
域
安
全
部
会
（
戸
井
田

正
之
部
長
）、青
少
年
部
会（
熊

谷
福
春
部
長
）、
環
境
文
化
部

会
（
関
根
勝
臣
部
長
）
の
３

部
合
同
部
会
が
、
７
月
11
日

（
月
）
10
時
か
ら
区
役
所
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

合
同
部
会
に
は
、
平
塚
幸

雄
会
長
以
下
役
員
や
支
部
長
、

総
務
部
・
広
報
部
の
部
員
に

も
呼
び
か
け
を
行
い
、
22
名
が

参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
榎
本
進
副
会
長

及
び
戸
井
田
地
域
安
全
部
長

の
挨
拶
が
あ
り
会
議
に
入
っ

た
。

　

今
回
の
合
同
部
会
は
、
板

☎３９６１－１６０1
☎３９６０－０１２１
☎３９６０－２１３１
☎３９３８－０１５１
☎３９３５－２１１１
☎３９５９－１１７１
☎３９６１－５１１１
☎３９５８－８８１１
☎３９３７－２１１１
☎５９９７－１２１１
☎３５５４－５５１１

板 橋 支 店
常 盤 台 支 店
志 村 支 店
成 増 支 店
東武練馬支店
幸 町 支 店
板橋栄町支店
東 新 町 支 店
高 島 平 支 店
新高島平支店
小竹向原支店
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事務センター 板橋区南常磐台 1－36－8

併設の第三ホールにて法要等も承っております

大正15年
創 業

町
連
要
望
事
項
は
、
18
支
部

か
ら
７
月
27
日
（
水
）
ま
で

に
提
出
さ
れ
る
支
部
要
望
を

確
認
の
う
え
、
８
月
30
日

（
火
）
開
催
の
次
回
会
議
に

お
い
て
要
望
案
を
ま
と
め
る

こ
と
と
な
り
、
最
後
に
井
上

勝
副
部
長
の
閉
会
の
辞
で
終

了
し
た
。

の
板
橋
区
民
ま
つ
り
に
提
供

す
る
「
区
民
お
ど
り
」
参
加

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
参
加

要
領
を
説
明
し
た
後
、
並
び

順
と
曲
目
な
ど
を
検
討
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
従
前
と
同
じ

よ
う
に
曲
目
・
回
数
・
曲
順

は
東
京
音
頭
（
１
回
）、
二
輪

草
音
頭
（
１
回
）、
町
連
音
頭

（
２
回
）、
板
橋
音
頭
（
２
回
）

で
、
三
重
の
輪
を
作
っ
て
踊
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

続
い
て
、
踊
り
の
参
加
者
は

各
支
部
30
人
前
後
、
全
体
で

５
０
０
人
規
模
と
す
る
こ
と
、

一
般
の
飛
び
入
り
参
加
者
も
受

け
入
れ
る
こ
と
及
び
当
日
の
集

合
時
間
・
場
所
、
雨
天
時
連

絡
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

次
に
、
本
年
度
は
女
性
部

日
帰
り
研
修
の
年
に
あ
た
る

た
め
、
日
程
・
研
修
先
等
の

協
議
を
行
っ
た
。
支
部
行
事

等
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
配

慮
し
た
結
果
、
実
施
日
は
11

月
22
日
（
火
）
で
、
研
修
先

は
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
、
新
国
立
競
技
場

の
見
学
（
予
定
）
と
し
、
参

加
対
象
は
担
当
副
会
長
と
各

支
部
２
名
で
決
定
し
た
。

　

最
後
に
、
区
民
お
ど
り
出

演
者
参
加
賞
を
選
定
し
、
堀

田
薫
副
部
長
に
よ
る
閉
会
の

辞
で
終
了
し
た
。

合
同
部
会

合
同
部
会
橋
区
政
策
企
画
課
の
阿
瀬
見

有
貴
副
係
長
、
高
木
裕
太
副

係
長
の
２
名
を
お
招
き
し
て
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
概
要
と
板
橋
区
の

取
組
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ

た
。

　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
、

時
折
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
て
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
と
は
何
か
、
一人
ひ
と
り
で

何
が
で
き
る
の
か
と
の
お
話
に

続
き
、
板
橋
区
の
取
組
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
取
組
で
は
、

日
常
的
な
マ
イ
ボ

ト
ル
の
活
用
と
ワ

ン
ウ
ェ
イ
（
使
い
捨

て
）
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
削
減
を
め
ざ

し
、
区
役
所
１
階

に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
を
設
置
し

た
。
今
後
他
の
施

設
に
も
展
開
す
る

予
定
と
の
こ
と
。

ま
た
、
こ
ど
も
動

物
園
で
は
草
屋
根

や
壁
面
緑
化
な
ど

に
よ
る
、
環
境
負
荷
の
低
減

や
気
候
変
動
へ
の
影
響
緩
和

を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

様
々
な
取
組
や
町
会
・
自
治

会
で
の
取
組
へ
の
ヒ
ン
ト
に
つい

て
も
お
話
さ
れ
た
。

　

部
員
か
ら
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を

推
進
し
て
い
る
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
連
携

を
。」
な
ど
の
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
り
閉
会
し
た
。

行
）
の
編
集
方
針
・
掲
載
項

目
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。

区
主
催
事
業
や
各
支
部
・

青
健
事
業
も
少
し
ず
つ
開
催

さ
れ
て
き
た
の
で
、
地
域
に

関
係
す
る
記
事
を
紹
介
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
見
や
す

く
す
る
た
め
の
工
夫
等
の
意

見
が
あ
っ
た
ほ
か
、「
成
人
の

日
の
つ
ど
い
の
写
真
が
全
18

支
部
掲
載
さ
れ
て
い
て
大
変

良
か
っ
た
。」
と
の
声
も
あ
っ

た
。最

後
に
、堀
江
庄
二
副
部
長

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

おおむね55歳以上の方の無料職業紹介所

板橋区大山町11-4-201
5926-8671

広報部会の様子

挨拶する石川副会長と進行を務めた山口部長

講師の阿瀬見副係長（左）と高木副係長

挨拶する榎本副会長

挨拶する戸井田部長

講師の話を真剣に聞く部会員

総務部会の様子

女性部会の様子

挨拶する小林副会長と進行役の堺部長

挨拶する平塚会長と進行を務めた髙田部長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
続
き
、町
会
・
自
治
会
活

動
の
多
く
を
制
限
せ
ざ
る
を
得

な
い
中
、清
水
地
区
で
は
新
た

な
形
式
の
地
域
行
事
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
自
由
参
加
型
イ
ベ

ン
ト「
あ
じ
さ
い
ウ
ィ
ー
ク
」を

実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
の
「
あ
じ
さ
い

ウ
ィ
ー
ク（
６
月
11
日
〜
24

日
）」は
、会
場
を
清
水
地
区
内

公
園
等
計
10
ヶ
所
に
拡
大
し
、

あ
じ
さ
い
を
は
じ
め
と
し
た
季

節
の
花
々
に
つ
い
て
、三
密
を
避

け
、地
域
を
歩
き・観
て・楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、今
年
度
は
、期
間
初

日
の
11
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
実
施
し
、志
村
第
一
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
す
ば
ら
し
い

演
奏
や
、あ
じ
さ
い
の
鉢
の
無

料
配
布
に
よ
り
、賑
や
か
に「
あ

じ
さ
い
ウ
ィ
ー
ク
」を
開
会
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
「
あ
じ
さ
い
ウ
ィ
ー
ク
」の
た

め
、公
園
や
小
学
校
な
ど
の
緑

化・美
観
維
持
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
各
町
会・自
治
会
、花

グ
ル
ー
プ
の
皆
様
方
が
、花
苗
の

板
橋
区
少
年
野
球

　
　
　
　
親
善
大
会

板
橋
区
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
表
明

植
樹
か
ら
毎
日
の
手
入
れ
ま
で

ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、支
部

全
体
で
あ
じ
さ
い
を
は
じ
め
と

し
た
緑
の
輪
を
守
り・育
ん
で
い

く
機
運
が
一
層
醸
成
さ
れ
た
と

感
じ
た
。

　

和
田
義
孝
支
部
長
は
、「
清

水
地
区
が
緑
あ
ふ
れ
、心
豊
か

と
な
る
地
域
環
境
を
作
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
語
っ
た
。

　

青
健
成
増
地
区
で
は
、
夏

休
み
直
前
の
７
月
17
日
（
日
）、

野
外
活
動
を
実
施
し
た
。
本

来
な
ら
ば
、
２
泊
３
日
の
予
定

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

３
年
ぶ
り
と
な
る
今
年
は
、
感

染
状
況
の
影
響
を
受
け
に
く

い
日
帰
り
日
程
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
中
を
バ
ス

２
台
（
総
勢
38
名
）
で
出
発
、

天
候
に
不
安
は
残
っ
た
が
、
バ

ス
を
降
り
る
頃
に
は
、
晴
れ
間

が
の
ぞ
き
、
目
的
地
の
榛
名
湖

畔
で
は
、
水
面
に
映
え
る
木
立

の
緑
と
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
、

参
加
者
の
気
分
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
た
。
早
速
、
児
童
は

宿
舎
前
広
場
に
４
班
に
分
か
れ

て
整
列
、
開
園
式
と
参
加
者

代
表
の
決
意
表
明
後
、
群
馬

県
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
の

方
を
講
師
に
迎
え
、
自
然
の

中
で
様
々
な
体
験
ゲ
ー
ム
を

行
っ
た
。
昼
食
を
挟
み
、
午
後

は
木
の
枝
と
金
属
を
材
料
に

バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
作
成
、
完
成

後
は
、
皆
で
山
に
向
か
っ
て
小

鳥
の
よ
う
に
「
キ
ュ
キ
ュ
」
と

　

青
少
年
健
全
育
成
仲
町
地

区
委
員
会
主
催
に
よ
る「
青
少

年
野
外
教
室
」が
７
月
16
日

（
土
）か
ら
18
日（
月
）ま
で
の

３
日
間
、長
野
県
に
あ
る
区
立

八
ヶ
岳
荘
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、地
域
の
小
学
５
、６
年
生

37
名
が
参
加
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
実
に

３
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

青
少
年
野
外
教
室
は
、大
自

然
の
中
で
、子
供
た
ち
が
集
団

で
生
活
を
し
な
が
ら
自
然
と

ふ
れ
あ
い
、様
々
な
野
外
活
動

を
通
じ
て
心
身
共
に
た
く
ま

し
く
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
の
青
少
年
野
外

教
室
は
、感
染
予
防
対
策
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
検
討
を

重
ね
、青
健
実
行
委
員
・
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
協
力
の
も

と
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や

ハ
イ
キ
ン
グ
、火
お
こ
し
体
験

甲
高
い
音
を
奏
で
た
。
夕
方
、

全
て
の
日
程
を
終
了
し
無
事

帰
京
、
僅
か
一
日
で
実
行
委

員
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
、

す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
児
童

も
多
く
、
解
散
式
で
は
、
お

互
い
来
年
の
再
会
を
約
束
し

て
、
三
々
五
々
帰
路
に
つ
い
た
。

　

７
月
30
日（
土
）夜
６
時
か

ら
板
橋
第
四
小
学
校
校
庭
に

お
い
て
、青
健
板
橋
地
区
主

催
事
業
の「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
泊
３
日

の
キ
ャ
ン
プ
大
会
を
中
止
し
た

代
替
事
業
と
し
て
、子
ど
も
た

ち
に
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出

「
あ
じ
さ
い
ウ
ィ
ー
ク
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」

株式会社

清水「
志
村
坂
上
地
区

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

　
野
外
活
動「
は
る
な
」

　

７
月
24
日
（
日
）
、
志
村
坂

上
地
区
に
お
い
て
「
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

志
村
坂
上
地
区
で
は
、
例

年
こ
の
時
期
に
、
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
を
対
象
に
し
た
、

野
外
活
動
自
然
教
室
を
実
施

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
受
け
、
３
年
連
続
で
の
中

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

せ
っ
か
く
夏
休
み
に
入
っ
た

の
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
で
き
る
事
業
が
な
く
、
な

ん
と
か
し
て
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
た
事
業
が
で

き
な
い
か
と
知
恵
を
出
し
合
っ

た
結
果
、
「
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
気
温
が

30
度
近
く
ま
で
上
が
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
66
組
１
９
４

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
受
付
を

済
ま
せ
た
参
加
者
は
、
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
を
首
か
ら
下
げ
、
地

図
を
片
手
に
、
め
ざ
す
ポ
イ
ン

ト
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。

　

各
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
カ
ー
ド

に
ス
タ
ン
プ
を
押
す
だ
け
で

な
く
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
も
行
わ

れ
、
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
に
向
か
う

道
中
で
は
、
に
こ
や
か
に
会
話

を
す
る
参
加
者
も
見
受
け
ら

れ
た
。

　

参
加
者
は
、
暑
さ
に
も
負

け
ず
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
も
全
員
無
事
に
ゴ
ー
ル
し
、

笑
顔
で
参
加
賞
を
受
け
取
っ

て
会
場
を
後
に
し
た
。

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
の
も
と
、地
区
委
員
の

皆
さ
ん
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、本
物
の
火
は
使
わ
ず

に
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
気
を
活
用
し

た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を

囲
ん
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 　

７
月
29
日
（
金
）
か
ら
８
月

2
日（
火
）の
五
日
間
、区
立
小

豆
沢
・
城
北
野
球
場
に
お
い
て
、

第
52
回
板
橋
区
少
年
野
球
親

善
大
会
が
小
学
生
の
部
18
チ

ー
ム
、中
学
生
の
部
12
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、小
学
生
の
部
は
仲
宿
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ（
仲
宿
支
部
）、中
学

生
の
部
は
中
台
ク
ラ
ブ（
中
台

支
部
）が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。 　

今
年
１
月
、
板
橋
区
は
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
の

た
め
、
当
初
予
算
案
プ
レ
ス

発
表
に
伴
う
区
長
記
者
会
見

に
お
い
て
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
い
た
ば
し
２
０
５

０
」
を
表
明
し
た
。（
表
明

文
は
次
の
と
お
り
）

【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
い
た
ば
し

２
０
５
０
】

　

近
年
、
世
界
中
で
地
球
温

暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
発

生
し
、
日
本
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
集
中
豪
雨
や
強
大
化
し

た
台
風
な
ど
に
よ
り
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進

む
と
、
そ
の
影
響
は
様
々
な

場
面
で
顕
在
化
し
、
ま
す
ま

す
深
刻
化
し
て
い
く
こ
と
が

科
学
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、

世
界
は
今
、
気
候
非
常
事
態

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

板
橋
区
は
、
人
と
緑
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な

社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
気

候
非
常
事
態
を
宣
言
し
、
あ

ら
ゆ
る
主
体
と
連
携
・
協
働

し
て
社
会
全
体
の
自
主
的
な

〜
世
界
一の
交
通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
〜

９
月
21
日（
水
）〜
30
日（
金
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
30
日（
金
）は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

行
動
変
容
を
促
す
と
と
も
に
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
が
調
和
し
た
取

組
に
よ
り
、
２
０
５
０
年
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
ゼ
ロ
を

め
ざ
す
こ
と
を
こ
こ
に
表
明

し
ま
す
。

１　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的

　

な
利
用
を
す
す
め
、
再
生

　

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大

　

限
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

に
貢
献
し
ま
す
。

２　

環
境
配
慮
型
製
品
や
サ

　

ー
ビ
ス
の
普
及
に
努
め
、　

　

限
り
あ
る
資
源
の
循
環
的

　

な
利
用
を
す
す
め
ま
す
。

３　

持
続
可
能
な
森
林
の
整

　

備
と
適
正
に
管
理
さ
れ
た

　

森
林
資
源
の
活
用
を
推
進

　

す
る
と
と
も
に
、
緑
と
調

　

和
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

　

り
組
み
ま
す
。

４　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ
や

　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

　

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的

　

に
活
用
し
、
地
球
環
境
を

　

考
え
た
持
続
可
能
な
活
動

　

を
実
践
し
ま
す
。

５　

区
民
・
事
業
者
を
は
じ

　

め
と
し
た
オ
ー
ル
板
橋
の

　

協
働
に
よ
り
、
気
候
変
動

　

の
影
響
に
よ
る
被
害
を
防

　

止
・
軽
減
し
、
安
心
・
安

　

全
な
社
会
の
構
築
に
貢
献

　

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
１
月
26
日

　
　

板
橋
区
長　

坂
本　

健

「
青
健
板
橋
地
区
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
」

成増

な
ど
都
会
で
は
で
き
な
い
経

験
に
子
供
た
ち
か
ら
は
、生
き

生
き
と
し
た
表
情
が
見
ら
れ
、

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
で
は
夜
空

に
み
え
る
満
天
の
星
空
に
驚

く
様
子
も
伺
え
た
。

　

大
自
然
の
中
で
過
ご
し
た

時
間
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
夏
の
思
い

出
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

八
ヶ
岳
青
少
年

野
外
教
室

板
橋
区
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

を
目
指
す
こ
と
を
表
現
し
、
広
く

浸
透
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。

ジュニアリーダーも久しぶりの活動に笑顔！頑張って歩いたよ！次はどんなスタンプかな？

電飾キャンプファイヤーを囲んで
レクリエーション

小学生の部　決勝戦

志村第一中学校吹奏楽部
による演奏公園に映えるあじさい

榛名林間学園　開園式

火の鳥のような炎が突然現れ、子どもたちもビックリ！ハイキングの様子

ネイチャーゲームで自然体験
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「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
」

「
と
き
わ
台
駅
舎
に
つ
い
て
」

「
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
」
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広い駐車場で実施した一丁目

都立浮間公園で実施した二丁目

みんな元気にラジオ体操

駅前ロータリー（1952）武蔵常盤駅舎（1957）

快適ライフのアドバイザー
多様化するニーズに対応するため

これからもアイデーマンは躍進していきます

IDグループ

東京都板橋区南常盤台1-11-9　IDビル

tel:(03)3973-8529 fax:(03)3959-6067
電気設備設計施工　空調設備設計施工　床暖房工事

昭和43年創業 テイクアウトも承ります。

おでん お多幸
上板橋支店

季節料理
お酒

上板橋を愛し、上板橋を語り尽くす女将（ヨシさん）
板橋区上板橋1-27-7　TEL（3931）9610

支
部
ニ
ュ
ー
ス

支
部
ニ
ュ
ー
ス

熊
　
野

常
盤
台

舟
渡
支
部

子
供
た
ち
が
待
ち
に
待
っ

た
夏
休
み
。
夏
休
み
と
い
え

ば
、
欠
か
せ
な
い
町
会
行
事

「
ラ
ジ
オ
体
操
」
で
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
は
屋
外
行
事

の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
昨

年
あ
た
り
か
ら
実
施
す
る
町

会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
支
部
内
の
全
町
会

が
気
合
を
入
れ
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
の

と
こ
ろ
の
コ
ロ
ナ
第
７
波
急

拡
大
に
よ
り
、
一
部
の
町
会

で
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

実
施
す
る
町
会
で
は
、

朝
、
６
時
30
分
か
７
時
に
公

園
や
学
校
で
子
供
も
役
員
も

集
ま
り
ま
す
。
感
染
予
防
の

た
め
、
い
つ
も
以
上
に
間
を

開
け
て
整
列
し
、
放
送
が
始

ま
る
の
を
待
ち
ま
す
。
ラ
ジ

オ
体
操
の
音
楽
が
流
れ
始
め

る
と
、
み
ん
な
元
気
に
、
慣

れ
て
い
る
子
は
自
然
と
身
体

が
反
応
し
、
慣
れ
て
い
な
い

子
は
周
り
を
見
な
が
ら
ぎ
こ

ち
な
く
身
体
を
動
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ
体
操
を
し
ま
す
。

　

体
操
が
終
わ
る
と
、
ラ
ジ

オ
体
操
カ
ー
ド
を
手
に
ハ
ン

コ
を
も
ら
う
た
め
に
間
を
開

け
て
整
列
。
ハ
ン
コ
を
も
ら

う
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
家

に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
一
部

の
町
会
で
は
毎
日
お
菓
子
の

つ
か
み
取
り
が
で
き
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ラ

徳丸北野神社獅子舞赤塚諏訪神社獅子舞

徳
丸
北
野
神
社
獅
子
舞
・

　
赤
塚
諏
訪
神
社
獅
子
舞

公
文
書
館
専
門
員
　
　
畠
山
　
聡

今
回
は
、
徳
丸
北
野
神
社

獅
子
舞
（
徳
丸
の
獅
子
舞
）

と
赤
塚
諏
訪
神
社
獅
子
舞

（
赤
塚
の
獅
子
舞
）
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

獅
子
舞
と
は
音
楽
に
あ
わ

せ
て
獅
子
が
舞
い
踊
る
、
日

本
で
最
も
有
名
な
民
俗
芸
能

の
一
つ
で
あ
る
。
獅
子
舞
に

は
演
者
の
人
数
に
よ
り
、
一

人
で
一
頭
の
獅
子
を
演
じ
る

「
一
人
立
の
獅
子
舞
」
と
二

人
の
演
者
で
一
頭
の
獅
子
を

演
じ
る
「
二
人
立
の
獅
子

舞
」
な
ど
に
分
類
で
き
る
。

関
東
周
辺
で
は
一
人
立
の
獅

子
が
三
頭
一
組
で
舞
う
「
三

匹
獅
子
」
が
一
般
的
で
、
徳

丸
と
赤
塚
の
獅
子
舞
も
三
匹

獅
子
で
あ
る
。

徳
丸
の
獅
子
舞
は
、
天
明

六
年
（
一
七
八
六
）
に
村
の

若
者
ら
に
よ
っ
て
獅
子
舞
が

奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
名
主
安

井
家
の
文
書
で
確
認
で
き
る

が
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
っ
て
明
ら
か
で
な

い
。
た
だ
し
、
獅
子
舞
で
行

わ
れ
る
演
目
の
幕
数
や
表
現

方
法
が
相
似
す
る
こ
と
か

ら
、
豊
島
区
の
長
崎
神
社
の

獅
子
舞
が
徳
丸
の
獅
子
舞
の

起
源
に
関
わ
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
赤

塚
の
獅
子
舞
は
、
延
宝
年
間

（
一
六
七
三
〜
八
一
）
に
下

赤
塚
村
の
春
日
太
郞
兵
衛
ら

が
日
光
二
荒
山
神
社
の
権
現

祭
に
行
き
、
当
時
流
行
し
て

い
た
風
流
獅
子
関
白
流
を
習

っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
古
い
獅
子
頭
の

裏
面
に
は
延
宝
元
年
の
年
号

と
下
赤
塚
村
春
日
太
郎
※
兵

衛
の
名
前
が
墨
書
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
頃
の
起
源
を
裏
付

け
て
い
る
。

演
者
に
は
、
親
獅
子
（
大

獅
子
）
、
女
獅
子
、
中
獅
子

の
三
頭
の
獅
子
や
花
笠
、

笛
、
唄
が
い
て
、
こ
の
他
に

高
張
り
提
灯
持
ち
や
御
幣
持

ち
、
笹
持
ち
、
さ
ら
に
徳
丸

の
獅
子
舞
に
は
棒
術
を
披
露

す
る
人
が
加
わ
っ
て
い
る
。

三
頭
の
獅
子
の
掛
け
合
い
で

演
目
が
進
め
ら
れ
る
が
、
徳

丸
の
獅
子
舞
に
は
「
道
笛
」

や
「
笹
が
か
り
」
「
三
匹
獅

子
花
め
ぐ
り
」
な
ど
七
幕
の

演
目
が
あ
り
、
赤
塚
の
獅
子

舞
に
は
「
街
道
め
ぐ
り
」
や

「
入
羽
」
「
四
方
固
め
」

「
祈
願
の
舞
い
」
な
ど
九
幕

の
演
目
が
あ
る
。
徳
丸
の
獅

子
舞
が
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目
が

独
立
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
赤
塚
の
獅
子
舞

は
演
目
全
体
を
一
つ
の
物
語

と
し
て
い
る
な
ど
、
両
者
の

構
成
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

か
つ
て
徳
丸
の
獅
子
舞

は
、
座
元
を
出
て
か
ら
村
内

を
巡
り
辻
々
で
辻
舞
い
を

し
、
ま
た
赤
塚
の
獅
子
舞
も

村
内
の
八
つ
の
小
地
区
（
ホ

ラ
）
を
巡
っ
て
辻
舞
い
を
し

て
い
た
と
い
う
。
現
在
で
は

辻
舞
い
は
行
わ
れ
ず
、
徳
丸

の
獅
子
舞
が
五
月
五
日
に
北

野
神
社
で
、
赤
塚
の
獅
子
舞

が
三
月
第
二
日
曜
日
に
諏
訪

神
社
と
八
幡
神
社
で
、
さ
ら

に
下
赤
塚
駅
前
の
出
世
稲
荷

神
社
の
初
午
祭
の
際
に
奉
納

さ
れ
て
い
る
。
獅
子
舞
は
、

悪
疫
災
厄
を
は
ら
い
、
五
穀

豊
穣
、
一
家
一
族
の
繁
栄
を

い
た
ば
し
の
文
化
財
5

祈
っ
て
舞
い
踊
ら
れ
て
き
た

が
、
人
々
が
獅
子
舞
い
に
籠

め
た
祈
り
は
今
も
変
わ
ら
な

い
の
で
あ
る
。

※
最
後
の
二
文
字
は
判
読
で
き
ず
推
定
で
あ
る
。

み
ち
ぶ
え

い
り
は

し
ほ
う
が
た

短
　
歌

俳
　
句

板
橋
区
俳
句
連
盟
監
修

一
ノ
瀬
美
智
子
選

祝
砲
や
風
船
一
挙
に
天
を
つ
く

　
東
新
町
一
丁
目
　
中
島 

孝
祐

夏
座
敷
窓
全
開
し
ご
ろ
寝
か
な

　
志
村
三
丁
目
　
峯
岸 

直
子

大
木
の
根
本
健
気
に
著
莪
の
花

　
上
板
橋
一
丁
目
　
宝
田 

豊

梅
雨
晴
間
引
く
白
線
や
球
児
た
ち

　
向
原
三
丁
目
　
松
村 

克
利

亡
き
友
が
こ
よ
な
く
愛
で
し
著
莪
の
花

　
前
野
町
六
丁
目
　
柴
野 

恭
子

七
月
の
寂
し
き
庭
に
丈
高
く

白
百
合
咲
き
て
酷
暑
や
わ
ら
ぐ

西
台
　
榎 

俊
江 

散
歩
す
る
時
の
頼
り
の
杖
一
本

　
元
気
出
せ
よ
と
力
を
く
れ
る

徳
丸
　
星
野 

俊
哉

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
種
を
飛
ば
し
た
幼
き
日

妹
は
と
ば
せ
ず
泣
い
て
い
た
っ
け

徳
丸
　
竹
内 

泰
子

お
前
に
も
鳴
き
た
い
時
が

　
あ
る
の
か
と
猫
に
聞
い
た
ら

「
ニ
ャ
ー
オ
」
と
返
事
が

常
盤
台
　
渡
辺 

璋
子

出
来
る
な
ら
娘
と
連
弾
し
た
い
な
あ

も
う
何
年
も
弾
い
て
な
い
け
ど

前
野
町
　
持
田 

三
重
子

ふ

は
つ
う
ま

し

し

か
ん
ぱ
く

た
ら
さ
ん

つ
じ 

ま

り
ゅ
う

ふ
り
ゅ
う

　

広
く
常
盤
台
エ
リ
ア
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
る
東

上
線
と
き
わ
台
駅
舎
。
「
出

没
！
ア
ド
街
ッ
ク
天
国
」

（
テ
レ
ビ
東
京
、
令
和
４
年

１
月
29
日
）
で
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

と
き
わ
台
駅
は
も
と
も
と

武
蔵
常
盤
駅
と
し
て
昭
和
10

年
に
開
業
し
ま
し
た
。
欧
米

の
田
園
都
市
に
精
通
し
た
内

務
省
の
設
計
を
え
て
、
東
武

鉄
道
が
常
盤
台
住
宅
地
の
分

譲
を
開
始
し
た
の
は
そ
の
翌

年
で
す
。

　

駅
舎
は
、
大
谷
石
と
青
瓦

の
宝
形
屋
根
を
特
徴
と
し
て

　

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
中
、
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず

各
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ

た
子
ど
も
や
保
護
者
達
。
舟

渡
管
内
で
は
３
つ
の
会
場
で

い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
が
旧
帝
国
ホ
テ

ル
の
設
計
で
用
い
て
お
り
、

そ
の
系
譜
に
あ
る
と
も
い
わ

れ
ま
す
（
「
常
盤
台
住
宅
地

物
語
」
中
湖
康
太
著
、
Ｇ
Ｃ

Ｓ
出
版
）
。
大
谷
石
は
宇
都

宮
が
産
地
で
、
昭
和
７
年
開

業
の
東
武
宇
都
宮
線
・
南
宇

都
宮
駅
舎
に
そ
っ
く
り
で

す
。
当
の
東
武
は
「
そ
の
理

由
は
わ
か
ら
な
い
」
、
「
兄

弟
駅
・
姉
妹
駅
と
し
て
は
い

な
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

と
き
わ
台
駅
舎
は
、
平
成

30
年
５
月
30
日
に
、
伝
統
の

姿
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
東
武
鉄
道
社

員
の
方
が
、
Ｏ
Ｂ
か
ら
渡
さ

れ
た
昭
和
25
年
の
ア
ル
バ
ム

を
、
と
き
わ
台
駅
管
内
の
常

盤
台
一
・
二
丁
目
町
会
へ
寄

贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。
武
蔵

常
盤
駅
と
よ
ば
れ
た
当
時
の

姿
で
す
。
今
も
昔
も
、
エ
レ

ガ
ン
ト
な
駅
舎
、
広
々
と
し

た
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
は
常
盤

台
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

常
盤
台
支
部
長　

大
室 

隆
史

７
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
青

健
舟
渡
主
催
の
早
朝
ラ
ジ
オ

体
操
が
３
年
ぶ
り
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
の
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
な
ど
、
感
染
対
策
を

徹
底
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も

達
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
活
気

が
あ
り
、
各
会
場
と
も
賑
や

か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
急
拡
大
し
た
た
め
、

参
加
人
数
が
少
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
お
友
達
同
士

や
親
子
で
参
加
す
る
子
ど
も

達
、
お
散
歩
中
の
高
齢
者
な

ど
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
に
初
め
て
参

加
す
る
子
を
は
じ
め
参
加
者

は
、
正
面
で
指
導
す
る
従
事

者
を
し
っ
か
り
と
真
似
な
が

ら
、
一
生
懸
命
体
操
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
が

終
了
し
た
直
後
に
会
場
に
到

着
し
た
子
も
い
ま
し
た
。　

「
頑
張
っ
て
起
き
た
け
ど
、

遅
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と
淋
し
そ

う
な
表
情
。
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ジ
オ
体
操
最
終
日
に
は
、
参

加
賞
の
配
付
と
と
も
に
子
供

の
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
な
ど
実

施
を
し
て
事
業
終
了
。
子
供

の
笑
顔
に
満
足
し
つ
つ
、
役

員
も
ホ
ッ
と
一
息
、
安
心
す

る
瞬
間
で
す
。

熊
野
支
部
長　

古
木 

勝
利

ド
に
押
印
し
て
渡
し
て
あ
げ

る
と
「
明
日
は
間
に
合
う
よ

う
に
頑
張
る
」
と
明
る
い
表

情
に
戻
り
ま
し
た
。

　

舟
渡
地
区
で
は
、
今
後
も

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
の
た

め
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。舟渡

支
部
長　

植
草 

正
勝


